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第２期庄原市地域公共交通計画（素案）に対する 

パブリックコメント（市民意見募集）の結果について 

 

１ 実施期間と結果 

（１）募集期間 令和８年２月３日（火）～令和８年３月２日（月） 

（２）提 出 者 ２名 （プラモニ ０名、直接２名） 

（３）意見件数 ２件  

（４）提出方法 電子メール： ２名  

 

２ 提出された意見の内容と、意見に対する市の考え方 

No. 意見等の内容 市の考え方 
計画書素案 

関係施策等 
修正内容及び理由 

１ 

①備北交通路線バス口和線（庄原－口和間）に

ついて、永田－口北間の一便が国原医院を通

らず運行（向泉経由）されています。 

永田―湯木線に回せば国原医院の横を通過

するため、路線変更の検討をお願いしたい。 

②備北交通路線バス口和線（庄原－口和間）に

ついて、利用者が増加すると思われるため、

全運行便（４往復）とも永田湯木経由での運

行に変更されたい。 

地域公共交通ネットワークにおける維持・確

保の方向性として、口和線は市内幹線軸に位置

付けています。 

当該路線の経由地変更は、新たに設置予定の

地域別公共交通運営協議会（仮称）の中で、意

見を聴取し、地域に適した運行ができるよう検

討します。 

（素案Ｐ.38） 
地域公共交通ネットワークにおける維持・確保の方

向性 
事業者・地域と連携して維持・確保に努め、サ
ービスの改善や効率性の向上等、地域に適した
運行を行うことができるよう必要に応じて見
直し等を検討・実施します。 
 
（素案Ｐ.49） 
戦略３ 拠点間を結ぶ公共交通軸の確保・強化 
【事業３-２】 都市拠点へのアクセス性向上 
各地域拠点から庄原中心部の地域間交通の維
持・充実（朝夕通勤・通学時間帯等）、買い物・
通院時間帯に合わせた運行に見直します。 
【事業３-３】広域幹線軸の維持・確保と幹線
軸・支線の連携強化 
地域間を運行する公共交通の維持・確保、幹線
（庄原中心部・各地域拠点間）と支線（地域内）
の役割分担を明確化し、接続ダイヤ等の最適化
に努めます。 
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No. 意見等の内容 市の考え方 
計画書素案 

関係施策等 
修正内容及び理由 

２ 

地域公共交通計画をみると、芸備線について

は「ＪＲ西日本まかせ」、「再構築協議会」まか

せといった印象を受けてしまいます。 

庄原市として「どのような姿勢でこの問題に

向き合う」のか、「どういう姿勢で臨むのか」と

いった決意を表明する必要があるのではない

かと考えます。 

日本全国から見たとき、あるいは海外から見

たときに、鉄道がつながっているということが

大きなポテンシャルにもなります。逆に鉄道が

つながっていないということは大きなマイナ

ス要因にもなります。 

大きな視点で見たときに、庄原市の将来や持

続性という観点からも、ぜひ「芸備線」に関す

る積極的な関与を期待します 

 

芸備線は市民にとって重要な移動手段であ

ることはもとより、観光などによる地域活性化

に取り組む上で大切な交通インフラであると

考えています。 

そうしたことから、地域公共交通計画の市が

目指す地域公共交通ネットワークにおける維

持・確保の方向性において、鉄道については、

近隣市町や県外への広域移動の役割を担う重

要な地域インフラ（広域幹線軸）と考えており、

事業者や関連自治体と連携して路線の維持確

保に努めるとしています。 

また、芸備線再構築協議会による実証事業や

利用促進事業を継続し、鉄道路線のあり方や活

性化に向け、鉄道路線存続に向けた機運の醸成

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案Ｐ.42（素案Ｐ.38）  
地域公共交通ネットワークにおける維持・確保の方

向性 

 

近隣市町や県外への広域移動の役割を担う重要な

地域インフラであり、事業者や関連自治体と連携し

て路線の維持確保に努めます。 

また、芸備線再構築協議会による実証事業や利用

促進事業を継続し、鉄道路線のあり方や活性化に向

けた、鉄道路線存続に向けた機運の醸成を図ります。 

 

（素案Ｐ.49） 

戦略３ 拠点間を結ぶ公共交通軸の確保・強化 

【事業３-３】広域幹線軸の維持・確保と幹線軸・支

線の連携強化 

広域幹線軸の維持・確保に努めます。特に JR路線

については、「代替のきかない重要な地域インフラ」

と捉え、利用促進及び路線存続に向けた活動を継続

するとともに、芸備線再構築協議会による実証実験

の結果から、需要や価値の創出や路線の重要性の再

認識を図るための議論を活性化するよう努めます。 

 
（素案Ｐ.51） 

戦略４ 公共交通を活かした観光とまちの賑わい創

出 

【事業 4-１】観光二次交通ネットワークの構築 

JR 芸備線と接続する観光向けの二次交通の運行を継

続実施します。 
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